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令和５年度発行 

                

 

 

 

 

 

１ 会長等挨拶 

防衛大学校艇友会 会長挨拶 

 我が国を取り巻く極めて厳しい安全保障環境の下、昨年末、新たな「国家安

全保障戦略」、「国家防衛戦略」及び「防衛力整備計画」が策定され、過去に例

を見ない多額の防衛予算が配分されました。現役自衛官の皆さんは新たな組織

や装備を部隊に実装し、人材を育成し、訓練により練度を向上させ運用態勢を

確立する等、計画を実行に移すことに相当ご苦労なさると思いますが、国民の

期待に応えるため頑張って欲しいと思います。我々自衛官ＯＢも現役の皆さん

の支援に努めたいと思います。 

 一方、新型コロナウイルスの感染は落ち着きを

見せ、各種社会活動はコロナ以前に戻りつつあり

ます。昨年の五大学レガッタは、我校が当番校

で、感染対策のため変則的な実施要領となったと

ころもありましたが、３年振りに開催することが

出来ました。そして、五大学ＯＢＯＧ懇親会も３

年振りに対面形式で開催することが出来ました。

更に、今年２月には艇友会総会を３年振りに一堂

に会して実施することも出来ました。 

そして４月２９日、第６６回五大学レガッタ

が、東工大が当番校でコロナ前と同様の形で開催

されました。防衛大からは新人ナックルフォア、

女子ダブルスカル及び男子エイトに各１艇が参加

しました。他大学に比べ練習環境にまだ制約があ

るため成績は振るいませんでしたが、次の競技大

会参加に繋がる良い経験になったと思います。

尚、当日は久保学校長始め、多くのＯＢＯＧが応

援・激励に駆け付けてくれました。学生達にとっ

て大いに励みになったものと思います。 

コロナが５類扱いとなったこともあり、長く続いたコロナ対策に伴う不自由から更に解放され、コロナ

以前の態勢に復帰していくことを期待しています。艇友会としても現役学生の支援と会員相互の親睦を二

本の柱として、コロナ以前と同様の会務運営に積極的に取組んで参ります。最後になりますが、会員皆様

のご理解とご支援・ご協力をお願い申し上げご挨拶と致します。 

 

防衛大学校艇友会会長 山中 洋二 
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防衛大学校ボート部 部長挨拶 

艇友会の皆様には､日頃より学生の活動に対して、ご理解とご支援を賜り、厚く

お礼申し上げます。 

今年度は未だ COVID-19 の影響があるなか以前のような形式で５大学レガッタを

開催することができました。大会運営に多大なご協力を頂きましたことにあらため

てお礼申し上げます。 

学生は、これまでの 3 年間と同様、COVID-19 の影響で十分な練習を戸田漕艇場でできないという極めて

厳しい状況にありました。しかし、昨年度の納会で艇友会の皆様に頂いたアドバイスを参考にするなどし

て、学生たちは 4 学年（第 68 期）の指導の下で試行錯誤しながら日々のトレーニングに励んでおりまし

た。今年度参加した新人フォア、女子ダブルおよびエイトでは、新人フォアが僅差の 2 着になるなど健闘

できたのではないかと感じております。必ずしも皆様のご期待に沿えるような結果ではなかったかもしれ

ませんが、学生にとって有意義なものであったと考えられます。また、4 年ぶりに開催された大会後の懇

親会におきましても、学生は他大学の学生・OB の方々との交流が深められたようで良い経験になったと感

じられます。 

最後になりますが、艇友会の皆様には､物心両面で引き続きご支援､ご進言､ご指導承ります様､お願い申

し上げます｡ 

防衛大学校ボート部部長 寺田 大介 

 

 

防衛大学校ボート部 顧問（監督）挨拶 

平素より防衛大学校漕艇部校友会活動へのご理解とご協力誠にありがとうござい

ます。 

昨年度より顧問(監督)を拝命いたしました森山(62 期航空)です。 

今年度も無事五大学レガッタが開催されました。数年続いた新型コロナウイルス

の影響下から社会的に制限が緩和されていく中で、防衛大学校ボート部も徐々に普

段の活動に戻ってきております。 

昨年度まで学生たちはコロナ渦で練習環境に大きな制限を受けました。これまで当たり前の様に行うこ

とができた戸田合宿での乗艇練習ができなくなり、エルゴ中心の練習はつらかったと思います。しかし、

学生たちは厳しい環境下でも明るく前向きに練習に取り組んでおりその姿勢は顧問として頼もしく感じて

おりました。 

今年度はコロナ渦で十分に乗艇練習ができなかった分、戸田合宿を行える環境に感謝しより一層顧問と

して尽力する所存でありますので、今後とも艇友会の皆様のご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げま

す。 

 

防衛大学校ボート部顧問（監督） 森山 博仁 
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２ 令和５年度総会報告 

令和５年度の艇友会総会・懇親会については、２月２５日

にクラブ水交において実施しました。 

令和４年度の事業報告、会計決算報告及び監査報告、令和

５年度の事業計画及び予算執行計画並びに令和５年度の艇友

会役員の各議案について、総会参加者一同の了承を得て決議 

しました。 

概要は、以下の通りです。 

 

（１）令和４年度事業報告 

令和４年度に実施された事業は下記の通りです。 
時 期 事 業 名 内   容 備  考 

１月２３日 理事会 
令和３年度会計報告 

令和４年度事業及び予算計画審議等 
グランドヒル市ヶ谷 

３月 春合宿支援 
支援金贈呈中止 

卒業生に対し三種の神器送付 

合宿中止のため 

総会中止のため 

３月～１２月 月例練習 
横浜市民レガッタ等 

7/10：１位、10/2：２位、12/4：１位 
鶴見川漕艇場 

４月３０日 五大学レガッタ ＯＢレース参加（シニア：１位） 
戸田漕艇場 

当番校：防大 

６月１９日 理事会 艇友発行準備、今後のボート部支援等 グランドヒル市ヶ谷 

８月５日 「艇友」発行 
郵 送：１５５通 

メール：１９３通 
 

８月１５日 夏合宿支援 支援金贈呈中止 合宿中止のため 

９月９日～１２日 
全日本インカレ､ 

オックスフォード盾レガッタ 
学生出場辞退に伴い中止 戸田漕艇場 

１１月２７日 五大学ＯＢ・ＯＧ懇親会 １０名参加（ＯＢ×８名、現役×２） クラブ水交 

 

（２）令和５年度事業計画 

令和５年度の事業計画は下記の通りです。 

 

 

 

 

時 期 事 業 名 内   容 備  考 

２月８日 理事会 

令和４年度事業及び会計報告 

令和５年度事業及び予算計画審議、 

総会打ち合わせ等 

グランドヒル市ヶ谷 

２月２５日 総会・懇親会  クラブ水交 

３月～１２月 月例練習 

五大学レガッタ・ＯＢレース練習 

横浜市民ボート大会参加（7/16、10/1） 

横浜ボートマラソン(12/3) 

その他、毎月第１日曜日練習 

戸田、鶴見川漕艇場 

ＰＥＮＴＡ合同練習参加 

４月２９日午後 五大学レガッタ ＯＢレース参加、応援 
戸田漕艇場 

当番校：東工 

６月１８日 理事会 艇友発行準備、今後のボート部支援等 グランドヒル市ヶ谷 

７月 「艇友」発行   

８月 夏合宿支援 支援金贈呈、懇談会 戸田漕艇場 

９月６日～１０日 
全日本インカレ､ 

オックスフォード盾レガッタ 
応援 戸田漕艇場 

１０月１３日～１５日 全日本新人選手権大会 応援 戸田漕艇場 

１１月１９日 宮ヶ瀬湖紅葉レガッタ ＯＢ参加、学生支援 宮ヶ瀬湖 

未定 東日本新人選手権大会 応援 戸田漕艇場 

未定 五大学ＯＢ・ＯＧ懇親会 講話及び懇親会、学生・ＯＢ参加  



4 

 

（３）令和４年度会計決算報告 
収入の部 

番号 項目 計画額 実行額 備考 

１ 昨年度からの繰越 2,888,665 2,888,665  

２ ＯＢ年会費・寄付等 500,000 160,000  

３ 新規入会金 30,000 30,000  

４ 新艇購入積立金 300,000 135,000  

５ 雑収入  5,100 エンブレム売上代 

 合 計 3,718,665 3,218,765 
運営費 ：1,403,765 

新艇積立：1,815,000 

支出の部 

番号 項目 計画額 実行額 備考 

１ 合宿支援費 100,000 0 コロナ禍のため合宿なし 

２ 監督・コーチ指導料 20,000 0 コロナ禍のため実績なし 

３ 新入生勧誘支援 30,000 30,000  

４ 総会・懇親会等支援 150,000 0 コロナ禍総会等取止め 

５ ホームページ運営費 10,000 10,000  

６ 艇友発行費 50,000 34,434  

７ 通信連絡費 30,000 18,859 総会中止案内外 

８ 雑 費 20,000 11,222 理事会費等 

９ 予備費 100,000 48,684 

・五大学貸艇料金 

・五大学学校長会食代 

・生花代（比企先生葬儀） 

・五大学ＯＢ会支援外 

 合 計 510,000 153,199  

残金（次年度繰越） 3,065,566 
運営費 ：1,250,566 

新艇積立：1,815,000 

 

（４）令和５年度予算執行計画 
収入の部 

番号 項目 ４年度計画額 ５年度計画額 備考 

１ 昨年度からの繰越 2,888,665 3,065,566 
運営費 ：1,250,566 

新艇積立：1,815,000 

２ ＯＢ年会費・寄付等 500,000 500,000  

３ 新規入会金 30,000 60,000 卒業生（６７期）：６名 

４ 新艇購入積立金 300,000 300,000  

 合 計 3,718,665 3,925,566 
運営費 ：1,810,566 

新艇積立：2,115,000 

支出の部 

番号 項目 ４年度計画額 ５年度計画額 備考 

１ 合宿支援費 100,000 100,000 春・夏合宿 

２ 監督・コーチ指導料 20,000 20,000  

３ 新入生勧誘支援 30,000 30,000  

４ 総会・懇親会等支援 150,000 150,000  

５ ホームページ運営費 10,000 10,000 名簿作成費用を含む。 

６ 艇友発行費 50,000 50,000  

７ 通信連絡費 30,000 30,000  

８ 雑 費 20,000 20,000  

９ 予備費 100,000 60,000 Ｒ４：五大学当番校 

 合 計 510,000 470,000  

残金（次年度繰越） 3,455,566 
運営費 ：1,340,566 

新艇積立：2,115,000 
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（５）新艇購入積立金                       （単位：千円） 
年度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 

積立収入 275 240 180 270 240 215 160 135 (300) 

購入支出 
  100 

中古ｴｲﾄ 

      

積立残高 475 715 795 1,065 1,305 1,520 1,680 1,815 (2,115) 

（６）令和５年度役員 

会 長 山中 洋二 （２６期陸）  

副会長 佐藤 直人 （２８期海）  

 秋山圭太郎 （３１期空） 兼現役自衛官担当 

理 事 渡辺 辰梧 （２９期陸） 会計担当 

 保泉 哲也 （２６期海） 名簿、ホームページ担当 

 出端 雅春 （３５期空） 総務担当、月例練習等担当（出端：ﾃﾞﾊﾚ） 

 林  憲一 （４８期陸） 艇友担当 

監 事 井上 雅仁 （２５期海） 監査担当 

ボート部監督 森山 博仁 （６２期空） 兼 顧問 

理事補佐 崎原  匠 （５０期陸） 現役自衛官（陸）担当 

 西戸康一郎 （５７期海） 現役自衛官（海）担当 

 佐々木陽一 （５５期空） 現役自衛官（空）担当 

退任 保坂  収 （２４期陸） 監査担当 

退任理事補佐 長野 恭介 （４９期海） 現役自衛官（海）担当 

 崎村 哲也 （５２期空） 現役自衛官（空）担当 

退任ボート部監督 浅見 佳紀 （６２期陸） 兼 顧問 

 

３ ボート部紹介 

（１）ボート部の現況等（部員数：合計２５名（５月２７日現在） 

４学年（６８期） ３学年（６９期） ２学年（７０期） １学年（７１期） 

７名 ４名 ５名 ９名 

  ○ 令和４年度の活動成果 

     ３月 春合宿 

        →新型コロナウィルス感染拡大のため中止 

     ４月 第６５回五大学レガッタ（４月２９日） 

        →舵手付きフォア：２着／２艇 ９分１８秒 

     ８月 夏合宿 

        →合宿１日目に抗原検査陽性者発生の為中断 

     ９月 第６２回オックスフォード盾レガッタ（９月１０日～１１日） 

        →練度不足の為出場断念 

  ○ 令和５年度の活動予定 

     ３月 春合宿（３月１９日～２２日） 

     ４月 第６６回五大学レガッタ（４月２９日） 

     ８月 夏合宿 

     ９月 第６３回オックスフォード盾レガッタ（９月９日、１０日） 

    １０月 第６４回全日本新人ローイング選手権大会（１０月１３日～１５日） 

（２）艇友会への要望事項 

例年、春及び夏合宿に際しては合宿支援金を頂いており、非常に感謝しています。 

引き続きご支援をよろしくお願いします。 

（３）審判員資格者の確保 

   五大学レガッタにおいては審判員を学生主体で派出していますが、ＯＢ各位からの支援を３名程度

お願いいたします。 

 

 

※参考：中古エイト価格
は約 200万円 
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（４）艇の状況等 

番号 艇種 艇名 メーカー 保管場所 状態 備考 

１ エイト 疾風 EMPACHER 戸田＃８ スピーカーコードが断線 

フィンに傾きあり 

ＪＡＲＡ競漕規則 

（２０２２年４月版） 

第１０条のとおりスト

レッチャー整備済み。 

２ フォア 富嶽 桑野造船 戸田＃８ 顕著な損傷なし 

３ 女子ダブル 大翔 桑野造船 戸田＃１ 顕著な損傷なし 

４ シングル 瑞雲 FILLIPI 戸田＃２ かすり傷大あり 

５ 女子シングル 輝音 桑野造船 戸田＃２ 顕著な損傷なし 

６ ナックル なし 不明 ポンド 船底より小浸水あり 

 

４ 会費納入のお願い 
会員の皆様から納めて頂いている艇友会費（一口５千円／年）については、主として現役学生への支援と

艇友会活動に充てています。また、艇の更新（購入）に学校の予算を充てることが厳しい状況を踏まえ、平

成２５年度からは新艇購入の積立（一口５千円）を始めており、有志の皆様から積立金を納入していただい

ているところです。 

しかしながら、近年（Ｒ３及びＲ４）の会費納入率は、誠に残念ながら下表に示すように１０％を切って

おります。会費納入率はコロナ禍で加速的に悪化し、令和元年からの３年間で半減しました。また若年期の

会費納入が滞っており、将来の学生支援及び艇友会活動への影響が懸念されているところです。 

一方、７０歳以上（１９期以前）の会員におかれましては、会則で会費納入が免除となっているにも係わ

らず、多くの方からご芳志としてご支援を頂いております。この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

各艇友会員の皆様、特に令和３年度または令和４年度に会費を納入されていない方につきましては、何卒

会費納入の程よろしくお願い申し上げます。また、同期あるいは近傍で勤務する艇友にも会費納入について

お声がけいただきますようよろしくお願いいたします。 

会費の納入要領については最終ページに記載しております。お手数をおかけしますが、重ねてよろしくお

願い申し上げます。 

期 所属 Ｒ３ Ｒ４ 期 所属 Ｒ３ Ｒ４ 期 所属 Ｒ３ Ｒ４ 

２０ ８ ４ ４ ３６ ２ ０ ０ ５２ １０ ０ １ 

２１ １１ ５ ２ ３７ ５ ０ ０ ５３ ２ ０ ０ 

２２ １０ ０ ０ ３８ ４ ０ ０ ５４ ３ ０ ０ 

２３ １３ １ １ ３９ ４ １ １ ５５ １０ ０ ０ 

２４ ７ ２ ２ ４０ ６ １ １ ５６ ３ ０ ０ 

２５ ５ １ １ ４１ ３ ０ ０ ５７ １０ ２ ０ 

２６ １４ ２ １ ４２ ３ １ ０ ５８ ７ １ ０ 

２７ ６ ０ １ ４３ ３ ０ ０ ５９ １２ １ ０ 

２８ ７ １ １ ４４ ４ １ １ ６０ ９ ０ ０ 

２９ １１ １ １ ４５ ４ １ １ ６１ ５ ０ １ 

３０ ４ ０ ０ ４６ ３ ０ ０ ６２ ９ ０ ０ 

３１ ５ １ ０ ４７ ７ ０ ０ ６３ １０ ０ ０ 

３２ ８ １ ０ ４８ ８ ０ １ ６４ ４ ０ ０ 

３３ ６ ０ ０ ４９ ７ ０ ０ ６５ ４ ４ ０ 

３４ １３ ０ ０ ５０ ５ ０ ０ ６６ ３  ３ 

３５ ８ １ １ ５１ ０ ０ ０ 計 ３０５ ３３ ２５ 

※ 入会費含む 

※ 納入者が０名の期については、会長から納入促進メッセージを送付予定 
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４月２９日に第６６回五大学レガッタが開催されました。天候にも恵まれ、各校の現役学生・ＯＢＯＧに

よる白熱したレースが繰り広げられました。また、久保学校長も応援にかけつけ、学生に激励をして頂き

ました。ＯＢによる審判支援等、皆様の温かいご支援、ご協力ありがとうございました。 

 時期場所は未定ではありますが、五大学ＯＢＯＧ懇親会も予定されておりますので、会員の皆様におか

れましてはご参加の程、よろしくお願いいたします。   

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鶴見川漕艇場が、コロナの影響で人数制限及び借艇抽選制の規制が続くた

め、防大単独での練習をやめ、ＰＥＮＴＡ合同練習へ切り替えます。各自、

４月の五大学シニア、ヤングＯＢ８＋へ向けて、以下の伝助へ練習参加意向

を入力し技量錬磨に励んでください。また、参加者は、ＰＥＮＴＡ又は走水

ボーイズで、７月と１０月の横浜市民大会、１２月のボートマラソン等へ参

加も可能です。鶴見川でお会いしましょう！ （ｐｗ：ｐｅｎｔａ） 

http://densuke.biz/list?mode=s&cd=YrsfP79Ktcpyx9v9 

 

 

 

 

 艇友会では、ホームページにおいて艇友会及び学生の活動状況について逐次情報をアップデートしてい

ます。 

 下記のＵＲＬにアクセスしていただき、艇友会の活動状況についてご確認をよろしくお願いいたしま

す。 

防大艇友会ホームページ 

http://www.bodaidsk.com/community/tomo_boat/ 

 

 

第６６回五大学レガッタについて 

防衛大学校艇友会ホームページについて 

練習会について 

ＯＢエイト（シニア）クルー ＯＢエイト（ヤング）クルー 現役エイトの力漕 久保学校長を囲んでの記念撮影 

http://densuke.biz/list?mode=s&cd=YrsfP79Ktcpyx9v9
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 昨年度から引き続き機関紙「艇友」を担当しております。防大ボート部を応援したい、艇友会を盛り上

げていきたいという気持ちは人一倍だと思っております。艇友の皆様におかれましては、何卒おおらかな

気持ちでご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。 

 

艇友会理事 ４８期陸 林 憲一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※お名前に「○○キ △ネンドカイヒ シンテイヒ□クチ」を追記頂くと助かります。 

例： 

（会費のみの場合）４８キ ５ネンドカイヒ 

（会費及び新艇購入費３口の場合）４８キ ５ネンドカイヒ シンテイヒ ３クチ 

謝 辞 等 

（会費：1 口５，０００円、新艇購入費：１口５，０００円 

 
ゆうちょ銀行から振込む場合 

口座番号：００２７０－８－６０６４ 

口座名 ：防衛大学校 艇友会 

ゆうちょ銀行以外の金融機関から振込む場合 

支店名 ：○二九（ゼロ・ニ・キュー） 

支店番号：０２９ 

口座種類：当座貯金 

口座番号：６０６４ 

口座名義：防衛大学校 艇友会 


